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arches in Cercopithecidao. Pongidae,
Hominidao and others. In: Hands or














































rererenco to post-conception mating.
Primates,34:503-511.(1991年度 ･計画3-2,
1992年度･計画4-1)

















































































































































Miyake. Sり Ikeda, A., Ohta. Sり and
Matsumoto.S.(1991):Three･dimensional
analysisofthepeculiararterialpatternof








Nakagawa, M., Harada, T., Hara, A.,
Nakayama,T.,and Sawada,H.(1989):











(1993) :Blood group A and B gly-
















































































by ros㊤ bengaLsensitized photooxidation-
evidenceforanactive-sitehistidineresidue.
J.Biochem.,112:834-839.(1992年度･計画10-2)
















Takasaki H., and Takenaka, 0. (1991):
Paternity testing in chimpanzees with
DNAamplificationfromhairsandbuccalcels




















matrix in an earlieststage ofmonkey
amelogenesis.Immunocytochemicalelectron
microscopy.In:ToothEnamelV (ed.by
Fearnhead, R.W.), pp.247-251., Florence
Publishers,Yokohama.(1985-87年度･計画10)













































































井上美穂 ･渡辺邦夫 ･大沢秀行 ･竹中晃子･光永





















































































坂口 英 (1991):各種サル頬の消化管機能D 遺
伝,7月号(45巻7号) :16-20.(1989年度 ･
計画11-6,1990年度･計画9-1)
坂井智恵 ･浅井鉄夫･金城俊夫･源 宣之･杉山
誠･平井蒐哉･橋本 晃 ･松林伸子･松林清明
(1989):各種動物におけるカンビロバクタ一に
対する抗体の分布.岐阜大農研報.54:225-231.
(1989年度･資料)
浮田英夫,原 明,中山俊裕,出屋敷喜宏,荏田
道夫 (1991):嘱乳動物のジヒドロジオール脱
水素酵素一多様性および異物と生体内物質代謝
における役割について.岐阜薬科大学紀要,40:
28-31.(1990年度･資料5)
淳EEl隆 (1990).･歯肱基底膜の形態と機能ノ関
する免疫電顕組織細胞化学的研究.平成2年度
文部省科学研究費補助金研究成果報告督.
(198587年度･計画10,1990年度･自由3)
浮田 隆 (1992):歯旺基底膜の構造と機能に関す
る免疫電子顕微鏡的研究.歯科学報,92:369-
383.(1985-87年度･計画10)
関谷伸一 ･堀口正治(1991):チンパンジーヒラメ
筋支配神経の筋内分布.解剖学雑誌,66:182-
190.(1989年度･計画10-2)
関谷伸一 ･堀口正治(1992):類人猿ヒラメ筋の神
経支配について.霊長類研究,8:69･73.
(1989年度･計画10-2,1990年度･計画8-3)
高崎浩幸(1993):DNA多型による野生チンパン
ジー研究の展望 :野外派研究者のためのDNA
学の手引き.霊長頬研究,9:135･144.(1990
年度 ･計画3-1,1991年度･計画3･1.1992年
度･計画4-1)
外岡利佳子 (1991):飼育チンパンジーのシンプ
ルリー チングにおける手選択性と手操作性の分
析. 上智大学理工学研究科修士課程学位論文.
(1991年度.計画6-1)
外岡利佳子 (1992):飼育チンパンジーの道具使
用における手使用の微細分析.名古屋大学教育
学研究科教育心理学論集 第22号.(1992年
度,自由2)
外岡利佳子 (1993):ヒト乳幼児およびチンパン
ジーの対象操作における手使用の発達的分析.
名古屋大学教育学研究科教育心理学論集 第
23号.(1993年度,自由2)
山田 格.(1991).浅指屈筋の構造に基づくメガ
ネザルの系統学的位置の検討.新潟医学会雑誌.
105(4),240-245.(1989年度･計画10･1,1990
年度･計画8-6)
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